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「子育て支援ネットワークづくりに関する研究」
－ 行政、市民、大学との三者協働（１）－
短期大学保育科　瀧口　優
はじめに
　平成 20 年度までの 3 年間学術振興資金を得て
「子育て支援ネットワークづくりに関する研究」
として，小平市や周辺自治体における子育て支援
の現状と課題についての調査研究をさまざまな角
度から取り組み，地域における子育て支援の他
ソーシャル・キャピタルの現状，及び保・幼・小
の連携についてまとめてきた。更に平成 22 年度
までの２年間は「小平地域における子育てネット
ワークに関する研究」として研究を継続し，平成
23 年度からの学術振興資金の申請「子育て支援
ネットワークづくりに関する研究－行政，市民，
大学との三者協働」が採択され，24 年度は本格
的に研究をすすめる年となった。4 月より 1 年間
５つの分野においての取り組みを進めてきたが，
今回は「行政，市民，大学の三者協働」を柱に置
いたことが特徴である。
経過と課題
（１）行政・大学・市民の三者協働による東村山
市の「ころころの森」の過去３年余の総括
　2008 年度から，東京都東村山市から子育て総
合支援施設「ころころの森」の企画立案並びに運
営を受託，運営には子育て支援に同市で取り組む
三つの NPO も加わり，行政，NPO 市民，大学
という三者協働により運営するという全国でもま
れな子育て支援での三者協働に関わり，中心的役
割を果たしてきた。
　東村山市の新たな取り組みの中で，2012 年度
より白梅学園が運営の中心から援助，協力という
関係に重点を置き，新たな方向をめざしてきた。
（代表：山路）
（２）三多摩地域におけるファミリ ・ーサポート・
センター事業の実際と課題について
　三多摩地域におけるファミリー・サポート・セ
ンター事業の実際と課題について，サイト上に表
れている内容について，および，計３０か所への
アンケート調査の実施とその解析を行い，子育て
支援策におけるファミリー・サポート・センター
事業の課題を明確化し，この 1 年は提言の内容作
りを行って来た。（代表：佐々）
（３）小平地区における地域ネットワーク作りへ
の取り組みと実践的な課題を明らかにする。
　品川区と小平市のソーシャルキャピタル調査の
結果を踏まえて，実際にどのようなネットワーク
作りが必要なのか，小平西地区地域ネットワーク
づくりの実践的な取り組みを通した課題を追求し
た。
　2011 年度は 3 回にわたる準備会を行ない，
2012 年 3 月 17 日には小平西地区から 120 人を
越える参加者を得てネットワークが結成された。
地域の要求と行政のへの対応，大学や学生の果た
す役割などの実践的課題をふまえ，2012 年度は
４つのブロックに分けて更に小さい区域でのネッ
トワーク作りを行い，コミュニティ ･ カフェ（サ
ロン）を実施した地区，地域の行事にネットワー
クとして参加した地区，子育て広場や講演会を行
なった地区など多様な取り組みが展開している。
なお，学内担当者の会議（８回），世話人会（６回），
懇談会（6 回）を開催し，白梅祭参加や小平市と
の共催事業も行って来た。（代表：草野）
（４）子育て支援事業 ( 短期利用事業 ) による地
域の子育て支援について
　児童虐待等により，家庭から切り離して児童養
報
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護施設等で生活する子どもの数が増加している。
社会的養護の将来像では，現在よりも 7,000 人増
加して 47,000 人の子どもが社会的養護を必要と
すると見込んでいる。乳児院や児童養護施設が
行っている短期利用事業は，家庭での養育が一時
的に困難になった場合に短期間施設が養育するこ
とにより子育てを支援するものである。1990 年
に都道府県の事業として開始され，1995 年に市
町村の事業となった。社会的養護に至る前のリス
クを抱えた家庭と子どもが利用するこの制度の利
用状況がどうなのかを東京都の状況を調査して検
討した。（代表：中山）
（５）地域ネットワークに関する比較研究－日野
市の場合
　小平市と人口，面積等において類似点の多い日
野市の子育て支援行政及び民間の活動について，
その現状を調査し，小平市の現状と比較した。特
に，日野市では豊田駅周辺の再開発が計画されて
おり，その一つに，幼稚園，保育園の総合子ども
園化を目指した保育計画の見直しがある。本研究
グループが研究拠点とする「日野社会教育セン
ター」は，日野市の社会教育に 40 年以上の幅広
い歴史を持ち，再開発によって計画される子育て
支援施設，またそれを含む高齢者施設等の「家族
支援，市民活動支援」施設への関与が望まれてい
る。このような新しい計画の立案過程から，研究
者が積極的に関わり，その流れを把握し，関与す
る人々をつなぎ，より良い方向へと流れを導くこ
とができるのかを実践的に探求してきた。（代表：
金子）
次年度に向けて
　2011 年度から 2013 年度までの 3 年間が本研
究の期間であり，2013 年４月から最終年度には
いる。次年度は上記５つの研究分野のそれぞれに
ついて研究の結果を明らかにしつつ，プロジェク
ト全体として提言を行なうことになる。2012 年
3 月に教育福祉研究センター主催のオープン研究
会において５つのプロジェクトの中間発表を行
い，学内の声を反映させた，行政，市民，大学の
三者が協働した「子育て支援ネットワークづく
り」のあり方を考えた。
　東日本大震災において地域のつながり，すなわ
ち地域ネットワークが如何に重要であるかクロー
ズアップされたが，日本においてはこの地域ネッ
トワークが，個々の努力にもかかわらずますます
弱くなっていることが指摘されている。とりわけ
都市部では行政等の様々な取り組みがあるにもか
かわらず，自治会（町内会）の組織の弱体化をは
じめとして改善されない状況が続いている。
　本研究においては実践的な課題を示しつつ，大
学が市民や行政と協力してどのようなネットワー
クが可能かその手がかりにつなげたい。
＜研究メンバー＞
子ども学部：山路憲夫・金子尚弘・小林美由紀・
佐久間路子・多喜乃亮介・佐々加代
子・草野篤子・森山千賀子・関谷栄
子・西方規恵・長谷川俊雄・杉本豊
和・牧野晶哲・土川洋子・林薫・成
田弘子・福丸由佳
保　育　科：小松歩・中山正雄・瀧口優
嘱託研究員：中野圭子・井上恵子・奈良勝行・吉
村季織・瀧口眞央
報
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